
  
 

 

                     子どもを｢みる｣ 

                                             池田 千晶 

 ある朝の風景です。登校してランドセルを背負ったまま、朝顔の植木鉢の側にかがんでいる 1 年生が

いました。植木鉢の真ん中へ右手を伸ばそうと試みているのですが、途中まで伸ばすと手を引っ込めてし

まいます。それを何度か繰り返しているのです。表情や仕草から何をしているのかわからなかったので、

直接その子に聞いてみました。すると、大切に育てた朝顔の種をとりたいのだけれども、自分と種との間

に蜘蛛の巣が張っていて、蜘蛛の巣を避けて取れない状態だったのです。なるほどと思った私は、つい

｢魔法かけちゃうよ。蜘蛛の巣よ、なくなれ。｣と言って自分の指で蜘蛛の巣を一気に取ってしまいました。

子どもに｢すごーい｣と言われて、その時は少し得意になって職員室に戻ったものの、果たしてそれが子ど

もの疑問や好奇心をかき立てる対応だったのか、後から考えてしまいました。そのときにこの詩を思い出し

ました。 

  

｢未完の姿で完結している｣    

 ああでなければならない 

 こうでなければならない 

 いろいろ思いめぐらしながら子どもをみるとき 

 子どもは実に不完全なものであり 

 鍛えて一人前にしなければならないもののようである 

  

 いろいろなとらわれを棄て 

 柔らかな心で子どもをよく見るとき 

 そのしぐさのひとつひとつがじつにおもしろく 

 はじける生命のあかしとして目に映ってくる 

 ｢生きたい、生きたい｣と言い 

 ｢伸びたい、伸びたい｣と全身で言いながら 

 子どもは今そこに未完の姿で完結している    

 ※引用：信州教育出版社｢共に学びともに生きる｣ 監修：松木健一 

 

この冬休みは、2週間以上ある長めの休みです。子どもと過ごす時間も自ずと増えることでしょう。年末

年始の慌ただしい時期だからこそ、少し子どもの仕草をみて何を考えているのか思いを巡らすなど、いつ

もとちょっと違う楽しみ方をしてみてはいかがでしょうか。 

4 月からの 9 ヶ月間、子どもを共に見守ってくださったことに職員一同深く感謝いたします。よい年をお

迎えください。 
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学校閉庁日（１２／２７・２８、１／４・５）と閉庁期間（１２／２９～1／３）は、学校と直接の連絡

は取れません。学校閉庁日（１２／２７・２８、１／４・５）における緊急の連絡は、西部学校教育事務

所（３３６－３７４３）へ平日の８時３０分から１７時１５分の間にご連絡ください。 


